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■ 入会承認プロセス

*1：正会員の入会金免除の方法は，入会申込書に記載しています．
*2：表示の会費は2016年度額です．
*3：論文誌ジャーナル（月刊）．オンラインのみの購読となります．年度途中からの場合でも繰越はありません．
*4：入会と同時に申込みできますが，毎年度変わりますので，研究会のWebサイトを参照してください．年度途中からの場合でも繰越はありません．
*5：消費税込の金額については，2016年度は8%となります．

（消費税対象外） （消費税対象外） （消費税込*5） （消費税込*5）
入会金*1 年度会費*2 論文誌購読費*3 研究会登録費*4

一般社団法人 情報処理学会 会員サービス部門 〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F
Tel.(03)3518-8370 Fax.(03)3518-8375 メール: mem@ipsj.or.jp http://www.ipsj.or.jp/

■ 2016年度会費等の金額

■ 照会先

正会員 2,000円 9,600円 5,400円 有料
学生会員 --- 4,800円 5,400円 有料（1つ無料）
賛助会員 --- 1口 50,000円 5,400円 有料（口数分無料）

入会申込書送信（入会希望者）
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変更個所は下線のとおり． （ ）内は作業者，＜＞内は手段を示します．

10月より入会承認のプロセスが変わりました

受付＜自動返信メール＞
｛仮会員番号の通知｝

入会会費の納入※（入会希望者）
｛指定期日まで（ひと月以内）｝

入会承認（理事会）
{入会会費の納入者のみ}

入会承認通知・会員証（事務局）
{会員番号通知}＜メール＆郵送＞

会誌「情報処理」配布
＜郵送＞（事務局）

電子図書館のユーザ登録案内
＜メール＞（事務局）

請求書を発行（事務局）
＜郵送またはメール＞

【重要】新規入会時の手順および会費請求方法の変更について（2016.5.18）
　　　    http://www.ipsj.or.jp/member/nyukai_tejunhenko.html

すでに Web 等でお知らせしたとおり，新規入会については，2016 年 10 月 1 日受付分より入会承認のプロセ
スが変更となりましたのでご注意ください．詳細は下記 URL をご覧ください．

■変更点　　・入会会費は年度額を請求します．2016 年度会費［正会員：9,600 円，学生会員：4,800 円］
　　　　　　・年度途中からの入会でも，翌年度への繰越はありません．新年度は４月からスタートします．
　　　　　　・指定期日または 1 カ月以内に入会会費の納入が確認できなかった場合には，入会をキャンセルしたとみなします．
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今月の会員の広場では，9月号へのご意見・ご感想を紹介いた
します．まず，特別解説「ポケモンGOの衝撃と可能性」につ
いては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■ポケモンGOは，リハビリや観光目的で利用できるという記
事を読んで，とても面白いアプリだと感じました．（長山知由理）

■まさに読みたい記事で，記事掲載のスピード感に驚きました．
	 （匿名希望）

■素晴らしい記事だと思いますが，法的な側面から見た危険
性に関する記述があれば，さらに良かったと思います．
	 （匿名希望）

シニアコラム「IT 好き放題：見果てぬ夢」については，以下
のようなご意見・ご感想をいただきました．

■会津磐梯山踊りを見せた，人まね踊りロボット開発者の話は
何とも面白かった．人間の「見果てぬ夢」には，こういうもの
があろうと，この見果てぬ夢の道々に絶えず思いの続く人々に，
探りのさまざまな道を描いていただけるとありがたいと思いま
した．	 （嶋　廣二）

報告「未踏の第 22 期スーパークリエータたち」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■アイディア自体が刺激になった．	 （匿名希望）

■分かりやすく解説されており，開発と将来につながるストー
リーが頭の中に浮かびました．プログラミングの成果は他者，
特に非専門家に理解できるように説明するのが難しいと思い
ますが，作った人や背景についてのストーリーはその難しさを
軽減してくれると思います．	 （匿名希望）

■統括プロジェクトマネージャの報告が分かりやすく，スーパー
クリエータたちのことを本当に応援しているように感じられま
した．	 （匿名希望）

■未踏のスーパークリエータ以外についてももう少し紙面をさ
いて紹介してほしいです．	 （匿名希望）

連載「あなたの知らないプログラミングの世界」については，以
下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■連載記事の狙いと連載記事全体の構成を示し，その中で各
回の記事の位置付けを明確にしていただけると，連載全体へ
の読者の理解が深まると思います．	 （匿名希望）

「ゲームを通してプログラミングの基礎を学ぼう（前編）」
■演習して試してみました．実際にゲームのプログラムを書き
換えるということで，自分自身の思うようにカスタマイズできる
ということが伝わります．個人的には，文法的な解説も入れて
ほしいと思います．少し残念だったことは，サンプルプログラ
ムのダウンロード数が少ないことでした．
	 （澤　佳祐／ジュニア会員）

特集「フィンテック」については，以下のようなご意見・ご感想
をいただきました．

■フィンテックのメリットが分かりにくく，まだ遠い話に思えた．
	 （匿名希望）

■初めて聞いた言葉ではあったが解説が分かりやすく容易に
理解できた．ビットコインやブロックチェーンなどに興味が持
てたのでさらに調べてみたい．	 （澤　佳祐／ジュニア会員）

■良い特集内容であった．今後も軸を堅持しながらも，今の
話題をフォローアップする会誌の取り組みを続けてほしい．
	 （吉田泰光）

■時宜を得ていると思った．次はフィンテック（特にブロック
チェーン）の応用についての記事が読みたい．	 （後藤祐一）

■技術，ビジネス，法律や制度という複数の視点からの解説
で全体像を読者に把握させることができたと思います．著者に
よって解釈や定義が違うというのは，まさに現在進行形の技
術ということだからでしょうか．	 （山田菊子）

「3．フィンテックスタートアップのビジネスモデル」
■ビジネスモデルをスタートアップに限定する意義が見出せな
かった．	 （山田菊子）

連載「会誌編集委員会女子部」については，以下のようなご意
見・ご感想をいただきました．

■女子という括りは不要では？	 （匿名希望）

■記事の意図が不明です．	 （匿名希望）

小特集「ここまできた！　アプリケーションによる個人学習」に
ついては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■AI が十分に普及しても，自己判断するために基礎知識は必
要なので，アダプティブラーニングのようなものが，求められ
ると思うが，和が偏重され精神論が幅を利かせる中でどう利
用されていくかは気になるところである．	 （匿名希望）

■改めてデータを持つ者の強みを思い知らされた感じがした．
リクルートさんにはぜひ何らかのカタチでデータを公開いただ
けないものだろうか？	 （匿名希望）

「4．保護者視点の ICT 利用教育」
■保護者をスポンサーと考えるというのは目から鱗だった．
	 （後藤祐一）

■「プログラミング教育における反転授業の試み」もある意味
この特集の流れなのかなと思った．	 （後藤祐一）
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：http://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html>で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめ
ご了承ください．	 なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会の
プライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
<URL：http://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　
　　　　　E-mail	:	editj@ipsj.or.jp　Fax	(03)	3518-8375　
　　　　　http://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

ご意見をお寄せ
ください！

これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : http://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．
Web 版では，紙面の制限などのため掲載できなかったコメントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください .
会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会 Web ページでも受け付けております．今後もよりよい会誌を作るため，ぜひ皆様のお声を
お寄せください．

■前半は，効果があった点しか評価されていないのが気になり
ましたが「保護者視点での ICT 利用教育」での分析は納得で
きました．	 （匿名希望）

■批判的な書き方が多くて読むのが辛かった．	 （匿名希望）

■イントロとして，この記事を書くに至った問題意識と伝えた
いことを簡潔に提示していただけると，記事を読み進めやすい
と思います．	 （匿名希望）

学会活動報告「ヘンな論文」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■私は，学会活動での掲載論文は，すべてが査読されており，
査読者のコメントは本人にも知らされているものと思っていま
した．どうも	さにあらず	ですね．文学賞や国際研究賞は，審
査状況が一般に公開されてますね．この取扱いの相違につい
て論じていただけると幸いです．	 （嶋　廣二）

■今回の記事のように異なる分野の研究者から「論文」や「研
究」についての考えを聞けるコラムみたいなものがたまには読
めたらよいと思った．	 （匿名希望）

教育コーナー「ぺた語義：情報教育への新しい期待」について
は，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■ IT 教育は目標を絞るか，どの目標に対するものかはっきり
させるべきではないだろうか．	 （匿名希望）

連載漫画「IT日和」については，以下のようなご意見・ご感想
をいただきました．

■まったく．	 （匿名希望）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のよ
うなご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にい
たします．

■どんな世代でもチャンスがくるような社会の窓口について，
取り上げてほしい．	 （匿名希望）

■アンケートに，ページ数も記入するとよいのでは？（匿名希望）

■表紙は毎回変わるほうがいいのではないでしょうか．（匿名希望）

■情報技術そのものに直接触れて解説されている記事がある
ともっと良いと思う．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■アルゴリズム，開発，デザイン，機械学習，ゲームなどさま
ざまなプログラミングコンテストがあるが，それについて取り
上げられた記事があると面白いと思う．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

■会誌について，インターネットからしか見られないのは不便
で，電子図書館が少し使いにくいところもある．できれば雑誌
の形式で送ってほしい．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■ pepper や siriとの対談．	 （匿名希望）

■エンタテインメント以外にも幅広く利用され得るVRの可能
性などの知識を深めたいです．	 （匿名希望）

■ 2020 年東京オリンピックに向けて，スポーツと情報処理の
くわしい特集を希望します．	 （匿名希望）

■「ヘンな論文」「発想法の使い方」はさっそく，読んでみます．
	 （山田菊子）

■スマートフォンの功罪のうち，「罪」の特集をお願いします．
	 （匿名希望）

【本欄担当　花田英輔，尾張正樹／会員サービス分野】

1259情報処理 Vol.57 No.12 Dec. 2016



1260 情報処理 Vol.57 No.12 Dec. 2016

 
 
 論文誌「高度化するサイバー攻撃に対応するコンピュータ 11月25日（金） 
 セキュリティ技術」特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-R.html
 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（Ⅵ）」 12月9日（金） 
 特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-W.html
 論文誌「エンタテインメントコンピューティング」特集 12月21日（水） 
 への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-V.html
11月15日（火） 連続セミナー 2016　第5回「メディアアート」  定員になり次第 化学会館／ 
 http://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2016/index.html   大阪大学中之島センター
11月17日（木）～ 第168回マルチメディア通信と分散処理・ 10月3日（月） 当日のみ 長崎歴史文化博物館 
11月18日（金） 第21回セキュリティ心理学とトラスト・ 
 第74回EIP電子化知的財産・社会基盤合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps168spt21eip74.html
11月17日（木）～ 第194回ソフトウェア工学研究発表会 10月3日（月） 当日のみ 長良川国際会議場 
11月18日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/se194.html
11月18日（金） 第103回ドキュメントコミュニケーション研究発表会 9月21日（水） 当日のみ セコム本社 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dc103.html   セコムホール
11月18日（金）～ 第20回教育学習支援情報システム研究発表会 10月1日（土） 当日のみ 徳島大学 
11月19日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cle20.html
11月18日（金）～ グループウェアとネットワークサービスワークショップ 10月21日（金）  草津温泉ホテル＆ 
11月19日（土） 2016（GNWS2016）   スパリゾート中沢 
 http://www.ipsj.or.jp/sig/gw/gnws2016/   ヴィレッジ
11月24日（木）～ 第160回アルゴリズム研究発表会 9月9日（金） 当日のみ 神戸情報大学院大学 
11月25日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al160.html
11月25日（金） 短期集中セミナー  定員になり次第 機械振興会館 
 「画像・音声符号化伝送技術～標準化動向最前線および開発事例～」   6階66会議室 
 http://www.ipsj.or.jp/event/s-seminar/2016/ITSCJ-JPEGMPEG/index.html
11月28日（月）～ コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2016） 11月2日（水）  法政大学市ヶ谷 
11月30日（水） http://www.ipsj.or.jp/sig/os/index.php?ComSys2016   キャンパス
11月28日（月）～ 第215回システム・アーキテクチャ研究発表会 9月11日（日） 当日のみ 立命館大学大阪 
11月30日（水） （デザインガイア2016）   らきキャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc215.html
11月28日（月）～ 第177回システムとLSIの設計技術研究発表会 9月11日（日） 当日のみ 立命館大学大阪 
11月30日（水） （デザインガイア2016）   いばらきキャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/sldm177.html
11月30日（水）  東海支部主催講演会「Scrum：適用領域の広がりとScrum for HW概説」   東桜会館 
 http://www.ipsj-tokai.jp/   （愛知県名古屋市）
12月1日（木）～ 第9回インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2016） 9月19日（月） 11月24日（木） 福山大学宮地茂記念館 
12月2日（金） http://www.iot.ipsj.or.jp/iots/2016  定員になり次第 （広島県福山市）
12月1日（木）～ 第75回コンピュータセキュリティ研究発表会 10月24日（月） 当日のみ はこだて未来大学 
12月2日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec75.html
12月2日（金）～ 第2回アクセシビリティ研究発表会 10月5日（水） 当日のみ 国立情報学研究所 
12月3日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/aac2.html
12月3日（土） 日本技術者教育認定制度（JABEE）審査講習会・受審校向け講習会  11月25日（金） 電気学会会議室 
 http://www.iee.jp/?page_id=6704&date=2016-12-12&mode=calendar  定員になり次第 
  
12月3日（土） 第138回情報システムと社会環境研究発表会 10月7日（金） 当日のみ 法政大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is138.html   小金井キャンパス
12月3日（土）～ 第137回コンピュータと教育研究発表会 10月17日（月） 当日のみ 長崎県立大学 
12月4日（日） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ce137.html   シーボルト校
12月7日（水）～ 第81回モバイルコンピューティングとパーベイシブシステム 10月21日（金）    
12月9日（金） ・第67回高度交通システムとスマートコミュニティ合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mbl81its67.html 

12月8日（木）～ 第95回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会 10月13日（木） 当日のみ 石川県地場産業復興 
12月9日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm95.html   センター
12月9日（金） 第48回バイオ情報学研究発表会 10月21日（金） 当日のみ 大阪大学 医学部学友 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/bio48.html   会館・医療情報センタ 
    ー 銀杏会館
12月9日（金） 第164回データベースシステム研究発表会 11月4日（金） 当日のみ 東京大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dbs164.html   生産技術研究所
12月9日（金）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2016」 9月8日（木） 当日可 国文学研究資料館・ 
12月11日（日） http://www.iot.ipsj.or.jp/iots   国立国語研究所
12月12日（月）～ 第111回数理モデル化と問題解決研究発表会 10月21日（金） 当日のみ 電気通信大学 
12月13日（火） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps111.html
12月13日（火） 第185回知能システム研究発表会 11月7日（月） 当日のみ 名古屋工業大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ics185.html   NITech Hall
12月20日（火）～ 第114回音声言語情報処理研究発表会 10月20日（木） 当日のみ NTT武蔵野ホール 
12月21日（水） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/slp114.html
 

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地

詳細は，jabee-office＠ iee.or.jpに問合せください

12/7金沢湯涌温泉か
なや・12/8-9石川県
政記念 しいのき迎賓
館

12/7はWiPセッショ
ンで参加登録が必要
（要宿泊）．12/8-9は
通常研究発表会
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［トピックス］
10月 15日 人材募集情報（Vol.57 No.11）
10月 15日 会誌「情報処理」Webカタログ（Vol.57 No.11）
10月 12日 論文誌「人文科学とコンピュータ」特集 論文募集
10月 07日 キャリア研究セッション開催（第 79回全国大会）
10月 07日 「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」に関する意見
10月 06日 度論文賞候補論文推薦募集
10月 06日 就職情報（広告）のお申し込み受付中
10月 06日 論文誌「私たちを取り巻く情報の信頼性とライフタイムを意識した安全な社会基盤の確立に向けて」特集 論文募集
10月 06日 論文誌「エンタテインメントコンピューティング」特集 論文募集
10月 03日 度業績賞候補者推薦募集

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
12月21日（水）～ 第229回自然言語処理研究発表会 10月20日（木） 当日のみ NTT武蔵野研究開発 
12月22日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/nl229.html   センタ
12月21日（水）～ 第157回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会 10月25日（火） 当日のみ 沖縄産業支援センター 
12月22日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc157.html
12月22日（木） 連続セミナー 2016　第6回「フィンテック～ブロックチェインの理解と応用～」 定員になり次第 化学会館／ 
 http://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2016/index.html   大阪大学中之島センター
 
2017年
 論文誌「私たちを取り巻く情報の信頼性とライフタイムを 2月27日（月） 
 意識した安全な社会基盤の確立に向けて」特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-Z.html
  論文誌「人文科学とコンピュータ」特集への論文募集 5月9日（火） 
  http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/18-C.html
1月6日（金）～ 第58回プログラミング・シンポジウム   ラフォーレ倶楽部 
1月8日（日） http://www.ipsj.or.jp/prosym/   伊東温泉湯の庭
1月10日（火）～ 第112回プログラミング研究発表会 11月11日（金） 当日のみ 沖縄県男女共同 
1月12日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/pro112.html   参画センター
1月17日（火） 第161回アルゴリズム研究発表会 11月7日（月） 当日のみ アイーナいわて 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al161.html   県民情報交流センター
1月19日（木）～ 第205回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 11月4日（金） 当日のみ 京都大学 
1月20日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim205.html   百周年時計台記念館
1月19日（木）～ 第169回マルチメディア通信と分散処理研究発表会 11月21日（月） 定員になり次第 リフレッツ勝浦 
1月20日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps169.html   　（旧 富士通ヴィラ 
    　  勝浦） 

1月19日（木）～ ウィンターワークショップ2017・イン・飛騨高山 12月8日（木）  高山市民文化会館 
1月20日（金） http://wws.sigse.jp/2017/   ／ひだホテルプラザ
1月23日（月）～ 第216回システム・アーキテクチャ・第178回システムと 11月7日（月） 当日のみ 慶應義塾大学 
1月25日（水） LSIの設計技術合同研究発表会   日吉キャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc216sldm178.html
3月16日（木）～ 情報処理学会第79回全国大会   名古屋大学 
3月18日（土） http://www.ipsj.or.jp/event/taikai/79/   東山キャンパス

※第 169回は会場と
なる宿への宿泊が原
則 *必須 *となります



人材募集
（有料会告）

申込方法：

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関  税抜  20,000円（税込  21,600円）

 賛助会員（企業）  税抜  30,000円（税込  32,400円）

 賛助会員以外の企業  税抜  50,000円（税込  54,000円）
 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000円（税込 4,320円）で同一内容を 
 　本会Webページに掲載できます．
申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念の 

　ため確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当
科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，
E-mail，Faxまたは郵送にてお申し込みください．

有

料

会

告
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■東京電機大学未来科学部情報メディア学科

募集人員 助教　1名（常勤，任期4年間）
専門分野 情報セキュリティ，インターネット工学
仕事内容 （1）担当科目：本学におけるenPiT事業※における授業科目．すなわち情報セキュリティに関する講義（セキュリティ総論など），

および演習（セキュリティ PBLなど），（2）業務：本学におけるenPiT事業※の推進に関する学生情報管理および大学間連携業務
 ※成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）．文科省Webページ（http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/

enpit/index.htm）
着任時期 2017年4月1日
応募締切 2016年12月4日（消印有効）
照 会 先 情報メディア学科事務室　教員公募係　E-mail: info@im.dendai.ac.jp

そ の 他 詳細はWebページ（http://www.im.dendai.ac.jp/recruit_ap_2016.pdf）を参照ください

■電気通信大学大学院情報理工学研究科

募集人員 准教授　1名
所　　属 情報学専攻セキュリティ情報学プログラム
専門分野 オペレーティングシステム，ソフトウェア，IoTおよびそれらを含むサイバーフィジカルシステムのセキュリティを扱う技術・学

問分野
担当科目 学部基礎科目・実験，学部専門科目および大学院専門科目（基礎科学実験，オペレーティングシステムなど）
応募資格 （1）着任時に37歳以下である方（文部科学省の国立大学改革強化推進補助金による「優れた若手研究者の採用拡大支援」事業の補助

対象予定であり，雇用対策法施行規則第1条の3第1項第3号ニの例外事由に該当），（2）博士の学位を有する，またはそれと同等
の能力を有すること，（3）上記の専門分野において研究実績があり，研究と教育を通して同分野の発展に貢献できること，（4）大
学院での講義・研究指導を担当できること，（5）日本語により学生を指導できること，（6）国際的に活躍できること

着任時期 2017年3月1日以降できるだけ早い時期
提出書類 詳細はWebページ（http://www.uec.ac.jp/about/advertisement/）内の該当公募案内を参照ください
応募締切 2016年12月9日17:00（日本時間）（必着）
送 付 先 〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1　電気通信大学大学院情報理工学研究科　情報学専攻事務室（西5-305室）
 専攻長　西野哲朗
照 会 先 情報学専攻　崎山一男　E-mail: sakiyama@uec.ac.jp

そ の 他 Webページ（http://www.uec.ac.jp/about/advertisement/）内の該当公募案内を必ず参照ください



有

料

会

告
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■九州工業大学大学院情報工学研究院

募集人員 准教授または助教　1名（テニュアトラック）
所　　属 知能情報工学研究系
専門分野 知能情報学およびその周辺分野
担当科目 （准教授）学部および大学院における人工知能分野の講義，および，関連する実験・演習
 （助　教）学部における人工知能分野に関連する実験・演習
応募資格 （1）採用時点で博士の学位を有すること，（2）専門分野の教育および先端的研究を担える能力と熱意があること，（3）学内業務や学

科の運営に対して積極的に取り組むことができること，（4）外国人の場合には，学内業務の遂行が可能な日本語能力を有すること，
（5）着任時に40歳未満であること

着任時期 2017年2月1日以降の早い時期
提出書類 Webページ（http://www.kyutech.ac.jp/information/kyousyokuin.html）をご参照ください
応募締切 2016年12月16日（必着）
送付先／照会先 〒820-8502 福岡県飯塚市川津680-4　九州工業大学大学院情報工学研究院知能情報工学研究系　
   教授　平田耕一　E-mail: hirata@ai.kyutech.ac.jp　 Tel(0948)29-7622
   「応募書類在中」と朱書し簡易書留
そ の 他 本公募は，文部科学省国立大学改革強化推進補助金「特定支援型（優れた若手研究者の採用拡大支援）」事業に基づいているため，

本事業の年齢制約に基づき応募資格を設定しています．また，九州工業大学は男女共同参画を推進しています．女性の方々の積
極的なご応募を歓迎します

■富山大学工学部知能情報工学科

募集人員 教授　 1名（再々公募）
所　　属 大学院理工学研究部 生命・情報・システム学域ヒューマン・生命情報システム学系（工学部知能情報工学科）
専門分野 情報・通信分野（たとえば，情報センシング，コンピュータビジョン，ビッグデータ関連，生体情報処理など関連）
担当科目 多変量解析などの数学，情報センシング，コンピュータビジョン，ビッグデータ関連，生体情報処理などの専門科目，知能情報

工学実験などの学部科目，教養教育科目，学生の教育・研究指導，当該専門分野における大学院専門科目
応募資格 博士の学位を有し，大学院博士課程の授業が担当できること
着任時期 2017年4月1日以降のできるだけ早い時期
提出書類 （1）履歴書（連絡先にE-mailアドレスを記入），（2）研究業績等リスト（次のように分類し，分類ごとに年代の新しい順に番号を付す）

①著書，②学術論文（査読付きの原著論文），③国際会議発表論文（査読付きに限る），④解説，総説，⑤その他の論文，⑥特許（登
録と公開の別），⑦外部教育研究資金（科学研究費補助金，研究助成金，共同研究・受託研究等）の過去10年間の獲得状況（代表と
分担の別およびその金額を明記），⑧受賞歴，⑨学協会および社会における活動状況，（3）主要論文別刷（5編程度，コピー可），（4） 
現在までの主要研究内容と成果（A4用紙1枚1000字程度），（5）今後の教育，研究に対する抱負（A4用紙1枚1000字程度）

応募締切 2017年1月15日（消印有効）
送付先／照会先 〒930-8555 富山県富山市五福3190　富山大学大学院理工学研究部（工学）工学部知能情報工学科
   学科長　唐　　政　E-mail: ztang@eng.u-toyama.ac.jp　Tel(076)445-6752
   「情報通信分野教員（教授）応募書類在中」と朱書し簡易書留　＊応募書類は原則としてお返しいたしません
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　本会の主催・共催行事および協賛・後援記事の次第書（論文募集，参加案内等）の本誌掲載については，下記により有料にて
取り扱っていますのでお知らせします．

記

■掲載条件

件名 内容 掲載単位 掲載料金

論文募集／
参加者募集

国際会議，シンポジウム，ワークショ
ップ，講演会，講習会などの論文募集・
参加者募集

1ページ，1/2 ページ
または 1/4 ページ

（主催・共催）

　1ページ 50,000 円（税込 54,000 円）

　1/2 ページ 30,000 円（税込 32,400 円）

　1/4 ページ 20,000 円（税込 21,600 円）

（協賛）

　広告として取り扱う

人材募集 国公私立教育機関，国公立研究機関，
企業の人材募集

10 行程度 国公私立教育機関，国公立研究機関 20,000 円（税込 21,600 円）

賛助会員（企業） 30,000 円（税込 32,400 円）

賛助会員以外の企業 50,000 円（税込 54,000 円）

＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000 円（税込 4,320 円）で同一内容を本会Webページに掲載できます．

■申込方法	 任意の用紙に，件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲載の有無
	 	 （人材募集のみ）などを記載し，掲載希望原稿を添えて下記の申込先へお申し込みください．

■原稿の書き方

　●行事次第書：	 A4 判カメラレディまたは PDFファイル（フォント埋め込み）とします．
　　　　　　　	 （1ページ）				天地 260mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/2 ページ）天地 130mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/4 ページ）天地		65mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 ＊ A4判以外の原稿は縮小または拡大となりますのでご留意ください．

　●人 材 募 集：	 次の項目を明記し，E-mail または Fax，郵送にてお送りください．
　　　　　　　	 ［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，

照会先］
　　　　　　	 ＊なお，都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

■申込期限	 毎月 15 日を締切日とし，翌月号（15日発行）に掲載します．

■掲載料金	 掲載号発行日に料金を請求いたしますので，3カ月以内にお支払いください．

■掲載申込先	 一般社団法人	情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）
	 	 〒 101-0062	東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
	 	 E-mail:editj@ipsj.or.jp　Tel（03）3518-8371　Fax（03）3518-8375

◆◆ 有料会告について ◆◆
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一般社団法人

情報処理学会
Information Processing Society of Japan

App Store アプリで
購読できます！

会誌「情報処理」 デジタルプラクティス

会誌「情報処理」， 「デジタルプラクティス」アプリは
iPad，iPhone，iPod Touch といった iOS 端末から
無料でダウンロードできます

● 月単位の購入が可能です．
● 購入前に立ち読みができますので，ぜひいちどおためしください．
● 年間購読で 12,800 円（1 冊あたり約 1,000 円）でお得です．
　  1 カ月：1,700 円 ／ 6 カ月：9,800 円 ／ 1 年：12,800 円

●  「デジタルプラクティス」は会員・非会員を問わず，
　 どなたでも無料でお読みいただけます．
●  DP アプリを一度ダウンロードすれば，
 　最新号が自動で送られてきます．

会誌

DP

アプリのダウンロードはこちら（無料） 

https://itunes.apple.com/us/app/
yue-kan-qing-bao-chu-li-qing/
id910830137?l=ja&ls=1&mt=8

https://itunes.apple.com/jp/app/qing-
bao-chu-li-xue-huidejitarupurakutisu/
id923233022?mt=8

会誌「情報処理」 デジタルプラクティス

20
2014

「モバイル時代のサービス」特 集

 
オンラインISSN 2188-4390

情報処理学会デジタルプラクティス　2014年10月10日印刷　2014年10月15日発行

Vol.5 No.4（通巻第2 0号 ）

Journal o f
Digit al
Pra ct ice s

まわりの方にも
ご紹介ください！

年間購読
でお得 !!

購読
無料 !!
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2016年度山下記念研究賞表彰（概要）
詳細は学会Webサイト（http://www.ipsj.or.jp/award/yamashita.html）をご覧ください．

　山下記念研究賞は，これまでは研究賞として本学会の研究会およ
び研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特に優秀な
論文を選び，その発表者に贈られていたものですが，故山下英男先
生のご遺族から学会にご寄贈いただいた資金を活用するため，平成
6 年度から研究賞を充実させ，山下記念研究賞としたものです．受
賞者は該当論文の登壇発表者である本学会の会員で，年齢制限は
ありません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞候補者
選定手続および山下記念研究賞推薦内規に基づき，各領域委員会
が選定委員会となって行います．本年度は 38 研究会の主査から推
薦された計 54 編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い，決定さ
れたうえで，理事会（2016 年 7 月）および調査研究運営委員会に
報告されたものです．本年度の下記受賞者には，3 月 16 日に名古
屋大学で開催される第 79 回全国大会の席上で表彰状，賞牌，賞金
が授与されます．

［コンピュータサイエンス領域］
●統計情報制限下における RDF問合せ最適化のための結合選択率
の間接的見積り手法

　［Web とデータベースに関するフォーラム（WebDB Forum 2015）
（2015/11/25）］（データベースシステム研究会）

　的野晃整君（正会員）

●生態系モデルに基づくオンライン活動データの非線形解析 
　［データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2016）
（2016/3/1）］（データベースシステム研究会）

　松原靖子君（正会員）

●ソースコードの静的検査における警告の版間追跡ツール

　［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2015）
（2015/9/8）］（ソフトウェア工学研究会）

　桑原寛明君（正会員）

●コンカレントフィードバック開発方法の車載ソフトウェア開発へ

の適用

　［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2015）
（2015/9/8）］（ソフトウェア工学研究会）

　林　健吾君（正会員）

●ランダムバッファの発行キューにより生じる性能低下の抑制

　［2015-ARC-216（2015/8/5）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　酒井信二君（学生会員）

●分散ルータによる高性能NoC
　［2016-ARC-218（2016/1/20）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　安戸僚汰君（学生会員）

●縮退表現に基づくシーケンスパタン集合の圧縮

　 ［2016-OS-136（2016/3/1）］（システムソフトウェアとオペレーテ
ィング・システム研究会）

　川島英之君（正会員）

●統計的タイミングモデルに基づくニアスレッショルド回路のゲー

トサイジング

　［DA シンポジウム 2015（2015/8/27）］（システムと LSI の設計技
術研究会）

　塩見　準君（学生会員）

●サブスレッショルド領域におけるラッチ回路の動作安定性モデル

　［DA シンポジウム 2015（2015/8/28）］（システムと LSI の設計技
術研究会）

　鎌苅竜也君（正会員）

● FPGAによる津波シミュレーションの専用ストリーム計算ハー
ドウェアと性能評価

　［2015-HPC-149（2015/6/26）］（ハイパフォーマンスコンピューテ
ィング研究会）

　佐野健太郎君（正会員）

● NVIDIA GPUにおけるメモリ律速な BLASカーネルのスレッ
ド数自動選択手法

　［2015-HPC-150（2015/8/4）］（ハイパフォーマンスコンピューテ
ィング研究会）

　椋木大地君（正会員）

● RL78マイコン向け Cコンパイラ CC-RLにおける機種依存最適
化の設計　

　［（2016/1/13）］（プログラミング研究会）
　千葉雄司君（正会員）

●幾何双対ナップサック多面体の体積のための FPTAS
　［2016-AL-157（2016/3/6）］（アルゴリズム研究会）
　安藤　映君（正会員）

● Periodic Pattern Mining with Periodical Co-occurrences of 
Symbols

　［2015-MPS-105（2015/9/29）］（数理モデル化と問題解決研究会）
　大滝啓介君（正会員）

●企業内部品情報システムにおける部品選定作業効率化のための

類似設計者抽出手法の提案および有効性の評価

　［組込みシステムシンポジウム 2015（ESS2015）（2015/10/22）］
（組込みシステム研究会）

　山本達也君（正会員）
 

［情報環境領域］
●脳波からの指示による電動車いす制御システムの実装と評価

　［2015-DPS-163（2015/5/28）］（マルチメディア通信と分散処理研
究会）

　中沢　実君（正会員）

●動的に変化するネットワークシステムのための知識型障害解決支

援システム

  ［ マ ル チ メ デ ィ ア 通 信 と 分 散 処 理 ワ ー ク シ ョ ッ プ 2015
（2015/10/16）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）

　谷村優介君（学生会員）

●眼球型ディスプレイによる視線方向提示手法の開発

 ［2016-HCI-166（2016/1/21）］（ヒューマンコンピュータインタラ
ション研究会）

　河野大器君（正会員）

●曲率フローに基づく閉曲線ブレンディング

  ［2015-CG-161（2015/11/7）］（コンピュータグラフィックスとビジ
ュアル情報学研究会）

　平野正浩君（学生会員）

●写真からの多色織パターン生成

 ［2016-CG-162（2016/2/8）］（コンピュータグラフィクスとビジュ
アル情報学研究会）

　豊浦正広君（正会員）
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●難聴者の生活スタイルとその生活音支援

 ［2015-IS-133（2015/9/4）］（情報システムと社会環境研究会）
　猿舘　朝君（正会員）

● Performance Evaluation of Proactive Content Caching for 
Mobile Video through 50-User Field Experiment

 ［2015-AVM-89（2015/8/3）］（オーディオビジュアル複合情報処
理研究会）

　金井謙治君（正会員）

●DIVE：視覚的連続性をもった 3次元入力可能な液体ディスプレイ
 ［ マ ル チ メ デ ィア， 分 散， 協 調 と モ バ イ ル シ ン ポ ジ ウ ム
（DICOMO2015）（2015/7/9）］（グループウェアとネットワークサ
ービス研究会）

　小島夏海君（正会員）

●拡張現実感による食品咀嚼回数の増加手法

 ［2016-GN-97（2016/1/22）］（グループウェアとネットワークサー
ビス研究会）

　井上亮文君（正会員）

●システム開発系 PBL教育での組織的メンタリングのための情報
共有

 ［2015-DC-100（2015/12/1）］（ドキュメントコミュニケーション
研究会）

　渡辺知恵美君（正会員）

●装着型センサを用いた生体温熱モデルにおける日射熱のモデル化

とパラメータ調整法の提案

 ［ マ ル チ メ デ ィア， 分 散， 協 調 と モ バ イ ル シ ン ポ ジ ウ ム
（DICOMO2015）（2015/7/8）］（モバイルコンピューティングとパ
ーベイシブシステム研究会）

　濱谷尚志君（学生会員）

●軍艦島センサネットワークのためのタスクスケジューリングの設

計と評価

 ［2015-MBL-77（2015/12/4）］（モバイルコンピューティングとパ
ーベイシブシステム研究会）

　黒木琴海君（学生会員）

●メモリ再利用禁止による Use-After-Free脆弱性攻撃防止手法の
実現と評価

 ［2015-CSEC-69（2015/5/22）］（コンピュータセキュリティ研究会）
　山内利宏君（正会員）

●ゲノム検査結果の開示によるプライバシ侵害の評価

 ［ コ ン ピ ュ ー タ セ キ ュ リ テ ィ シ ン ポ ジ ウ ム（CSS2015）
（2015/10/23）］（コンピュータセキュリティ研究会）

　荒井ひろみ君（正会員）

●Dynamic Time Warpingを用いた路側設置マイクロフォンによ
る車両カウントシステムの設計と初期的評価

 ［2016-ITS-64（2016/3/7）］（高度交通システムとスマートコミュ
ニティ研究会）

　石田繁巳君（正会員）

●家庭内行動センシングにおける機械学習データの家庭間転移につ

いて

 ［2015-UBI-48（2015/11/30）］（ユビキタスコンピューティングシ
ステム研究会）

　井上創造君（正会員）

●みまもメイト：家族介護者のための介護記録用Webアプリの開
発とその効果

 ［インタラクション 2016（2016/3/2）］（ユビキタスコンピューテ
ィングシステム研究会）

　山下直美君（正会員）

● TLS/SSLプロトコルを対象とした汎用ハニーポットシステムの
実装とHTTPSによる収集結果

 ［2015-IOT-29（2015/5/21）］（インターネットと運用技術研究会）
　佐藤　聡君（正会員）

●なぞり操作によるメール誤送信抑止手法の検討

 ［2015-IOT-29（2015/5/21）］（インターネットと運用技術研究会）
　中村麻奈美君（正会員）

●全周囲型メンタルローテーション CAPTCHAの提案
 ［ マ ル チ メ デ ィア， 分 散， 協 調 と モ バ イ ル シ ン ポ ジ ウ ム
（DICOMO2015）（2015/7/10）］（セキュリティ心理学とトラスト
研究会）

　藤田真浩君（学生会員）

●対災害情報分析システムDISAANA及びその質問応答モードの
性能評価

 ［2015-CDS-14（2015/10/2）］（コンシューマ・デバイス＆システ
ム研究会）

　水野淳太君（正会員）

●インタラクティブコンテンツ「お絵描きダンスステージ」の開発

 ［ マ ル チ メ デ ィア， 分 散， 協 調 と モ バ イ ル シ ン ポ ジ ウ ム
（DICOMO2015）（2015/7/9）］（デジタルコンテンツクリエーショ
ン研究会）

　水野慎士君（正会員）

●介護映像に基づくマルチモーダル・チーム・インタラクションの

分析

 ［2016-ASD-4（2016/2/27）］（高齢社会デザイン研究会）
　石川翔吾君（正会員）

［メディア知能情報領域］
●畳み込みニューラルネットワークを用いた複単語表現の解析

 ［2015-NL-223（2015/9/27）］（自然言語処理研究会）
　進藤裕之君（正会員）

●親近アンビエントエージェントの継続的先行行動によるユーザの

自発行動変容効果

 ［2016-ICS-183（2016/3/16）］（知能システム研究会）
　藤原邦彦君（学生会員）

● Shape from Scattering: Shape Estimation for Translucent 
Objects Based on Light Transport Analysis

 ［2015-CVIM-197（2015/5/19）］（コンピュータビジョンとイメー
ジメディア研究会）

　井下智加君（正会員）

● Four-dimensional City Modeling using Vehicular Imagery
 ［2015-CVIM-197（2015/5/19）］（コンピュータビジョンとイメー

ジメディア研究会）
　櫻田　健君（正会員）

●未来の情報倫理教育

 ［情報教育シンポジウム（SSS2015）（2015/8/17）］（コンピュータ
と教育研究会）

　辰己丈夫君（正会員）
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●高等学校情報科における教科担任の現状

 ［2015-CE-131（2015/10/10）］（コンピュータと教育研究会）
　中山泰一君（正会員）

●Motion Characteristics of Bon Odori Dances in Areas along 
Ushu Kaido Road in Akita Domain

 ［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2015）
（2015/12/20）］（人文科学とコンピュータ研究会）

　三浦　武君（正会員）

●楽譜と表情を関連付けた統計モデルに基づく楽器演奏の比較分

析の検討

 ［2015-MUS-107（2015/5/24）］（音楽情報科学研究会）
　奥村健太君（正会員）

●基本周波数推定法の性能を概観するフレームワークの試作

 ［2016-MUS-110（2016/2/29）］（音楽情報科学研究会）
　森勢将雅君（正会員）

●統計的パラメトリック音声合成のための FFTスペクトルからの
Deep Auto-encoderに基づく低次元音響特徴量抽出

 ［2015-SLP-109（2015/12/3）］（音声言語情報処理研究会）
　高木信二君（正会員）

●プライバシーに配慮したアプリケーションログ出力の設計

 ［2015-EIP-68（2015/5/29）］（電子化知的財産・社会基盤研究会）
　石田　茂君（学生会員）

●期待最終順位に基づくコンピュータ麻雀プレイヤの構築

 ［ゲームプログラミングワークショップ 2015（2015/11/8）］（ゲー
ム情報学研究会）

　水上直紀君（正会員）

● Toolification of Games : 既存ゲームの余剰自由度の中で非ゲー
ム的目的を達成するゲーミフィケーションの考察

 ［エンタテインメントコンピューティング 2015（2015/9/25）］（エ
ンタテインメントコンピューティング研究会）

　栗原一貴君（正会員）

●難易度の高い協力型ボードゲームによる縦割り組織思考の克服

 ［2016-EC-39（2016/3/16）］（エンタテインメントコンピューティ
ング研究会）

　塩瀬隆之君（正会員）

●三次元空間における効率良い近似点集合マッチングと分子パター

ン照合への応用

 ［2015-BIO-42（2015/6/25）］（バイオ情報学研究会）
　佐々木耀一君（学生会員）

●円滑なコミュニケーション形成支援を目的とした符号化・記述手法

 ［2016-CLE-18（2016/2/6）］（教育学習支援情報システム研究会）
　後藤義貴君（正会員）

IPSJ メールニュースへ広告を出しませんか？

 
広告を IPSJ メールニュースで配信しています．本会会員が主な読者なので，ターゲットを絞った広告に最適です．
 
　　●配 信 数：約 29,000 通（原則毎週月曜日配信）
　　●読 者 層：本会会員および非会員
　　●形 式：テキストのみ．等幅半角 70 字× 5 行．URL を入れてください．
　　●掲載位置：ヘッダ（目次の上）
　　　　　　　　フッタ（本文の最下行）
　　●掲 載 料：ヘッダ：1 回 50,000 円（税込 54,000 円）※ 3 社限定
　　　　　　　　フッタ：1 回 20,000 円（税込 21,600 円）
　　　　　　　　※それぞれ行数超過については別途相談
　　●申 込 先：［広告代理店］
　　　　　　　　アドコム・メディア（株）E-mail: sales@adcom-media.co.jp
　　　　　　　　〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27　Tel(03)3367-0571　Fax(03)3368-1519
　　　　　　　　または，情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Tel(03)3518-8371
　　●申込締切：毎週水曜日締切，翌週月曜日配信となります．
　　●見 本：
　　　　　　　　　━［広告］━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　　○○セミナー　　■■■
　　　　　　　　　開催日時：1 月 10 日（火）・11 日（水）・12 日（木）13：00 〜 17：00
　　　　　　　　　会場：○○コンベンションセンター
　　　　　　　　　会費：情報処理学会会員の方には割引があります．
　　　　　　　　　詳細はこちらをご覧ください：http://www........com/
　　　　　　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━［広告］━

IPSJ メールニュースへ広告を出しませんか？
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【特集：ゲームプログラミング】
■	特集「ゲームプログラミング」の編集にあたって	 伊藤毅志
■	確率的勾配降下法を用いた	LinUCT	のスケーラビリティの改善
	 	 万代悠作	他
■	戦術的ターン制ストラテジーゲームにおけるAI 構成のための
諸課題とそのアプローチ		 佐藤直之	他

■	不確定性を含むデジタルカーリングにおけるゲーム木探索	
	 	 加藤　修	他
■	畳み込みニューラルネットワークを用いた囲碁における一局の
棋譜からの棋力推定	 荒木伸夫	他

■	将棋における棋譜から棋風を学習するための研究			
	 	 大森翔太朗	他
■	教師データが不足した環境での機械学習結果改善手法	
	 	 金澤裕治
■	雑談ばかりしてると殺される？人狼ゲームにおける発話行為タ
グセットの提案とプレイヤーの行動・勝敗の分析		稲葉通将	他

■	コンピュータ大貧民におけるヒューリスティック戦略の実装と
効果		　	 田頭幸三	他

■	対戦格闘ゲームにおけるゲームAI や操作法の違いがプレイ
ヤーの感じる面白さに与える影響の分析		 石原　誠	他

■	プレイヤの技能に動的に合わせるシステムの提案と評価				
	 	 仲道隆史	他
■	大将棋における特殊ルールの評価		 佐々木宣介

【一般論文】
■	離散型・時間 /費用トレードオフ最小全域木問題	 片岡靖詞	他
■	軽量な局所 2値特徴を用いた 3次元形状の比較	 松田隆広	他
■	形式文法を用いて化学構造式中の示性式を自動認識する化学構
造式OCRの提案	 佐藤文恭	他

■	Texture	Transfer	Based	on	Energy	Minimization	for	Painterly	
Rendering	 Yuta	Tsunematsu	他

■	環境発電型センサシステムのためのデータ中心型タスクスケ
ジューリング方式　	 黒木琴海	他

■	音響信号を用いたスマートフォンの高速・高精度屋内 3次元位
置認識手法	 中村将成	他

■	可聴周波数帯域を用いることによるスポット制御可能な情報伝
送手法	 中村将成	他

	*	：推薦論文　Recommended	Paper
†	：テクニカルノート　Technical	Note

論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.57 No.11（Nov. 2016）

【論文誌 コンピューティングシステム Vol.9 No.4】
■	電子動力学シミュレーションのステンシル計算最適化とメニー
コアプロセッサへの実装	 廣川祐太	他

■	Xeon	Phi におけるDSYRKの並列化手法と性能解析	
	 	 工藤周平	他
■	ディレクティブに基づくステンシル計算の性能パラメータ自動
設定	 角川拓也	他

■	低コストで大規模化可能なラテン方陣Fat-TreeにおけるAll-to-all
通信の高速化の実現	 清水俊宏	他

■大規模並列 GPU計算の衛生陶器多相流シミュレーションへの
適用	 池端昭夫	他

	 	

　　論文誌トランザクション掲載論文リスト
（Nov. 2016）
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今後も会員の皆様の絶大なるご支援・ご協力を頂きながら、学会発展のために努力して参る所存でありますので、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

詳しくはこちら

お問合せ

一般社団法人　情報処理学会　管理部門

     03-3518-8375　TEL 03-3518-8374 FAX
soumu@ipsj.or.jp

http://www.ipsj.or.jp/annai/other/donation.html

1273情報処理 Vol.57 No.12 Dec. 2016



■ 編集室 ■

次号（1 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」豊かな体験をつくるエンタテインメントコンピューティング技術
エンタテインメントコンピューティングを俯瞰する／実世界の演出家としてのエンタテインメントコンピューティング／エンタ
テインメントと人工知能─思考ゲームを例として─／拡張された人間のためのスポーツ／メディア表現からエンタテインメント
への応用／エンタテインメントの評価と脳科学／ゲーム開発者から見たエンタテインメント研究

「小特集」人をエンパワーする情報学
人をエンパワーする情報学／人機能の補完─身障者・高齢者の支援／人機能との協調─先進運転者支援システム─／ The 
Alchemists of Our Time ─私たちの時代の錬金術師たち／人のエンパワーによる文化創造

教育コーナー：ぺた語義
連　載：IT 日和／会誌編集委員会女子部／ビブリオ・トーク
コラム：巻頭コラム／シニアコラム：IT 好き放題

　ブロックチェーンに関する発信が多数ある中，先行して
出版された書籍等に対するライバル心を多少持っていたの
で，メインエディタ佐藤さんからの依頼は幸運でしたし，
意気盛んでした．そして日頃敬愛する友人たちに執筆を依
頼して，原稿を読むのは楽しい時間でした．私の分担に関
して，テープ起こしは初めての作業だったので何度かめげ
ましたが，メインエディタが大変優秀だったのと，多くの
執筆者は早くて正確だったので，何とか締切に間に合って
よかったです．再び特集の企画と編集をやりたいと思うほ
ど，佐藤さんと執筆者に深く感謝してます．企画や執筆を
進める過程で，スイス，フランス出張と重なったのは問題

ないはずでしたが，マック向け無償版オフィスの調子が悪
くて数時間を費やしたのは想定外で焦りました．また某案
件が秘密的で断られたり，イーサリウムの執筆者が見つか
らなかったのは多少残念でしたが，次の機会があればと願っ
てます．アルファベットよりも，日本語の表記が奨励され
るのは興味深いフォーマットでした．どちらが読みやすい
か，分かりやすいか，私自身は判断できていません．私のキャ
リアの 1 社目はアルファベット嫌いで，2 社目はアルファ
ベットが頻繁に登場したので，どちらでも良いのかと思っ
ております．打ち上げの企画を緩く練ってます．

（本間善実／本特集ゲストエディタ）

　先日，シンガポールに行き ITE（Institute of Technical 
Education Singapore : https://www.ite.edu.sg/）へ訪問する機
会をいただいた．ここでは，VR（Virtual Reality：仮想現実）
や AR（Augmented Reality：拡張現実）を使った授業が行わ
れていた．VR の体験では，自分が危険な空間に身を置いて
もその中で安全かつ効率よく作業ができるようにイメージト
レーニングをすることができる．また，AR を使うとエンジ
ンなどの動きはタブレット端末をかざすことで空気の流れを
リアルに見ることができて，紙のテキストでは理解できない
点を補完できる．驚いたことは，今や IT を使わないでは授
業ができないと教師に言われたことである．テクノロジーの
進歩に応じて教育方法を変えるという学校側のスタンスも感
じられた．このようなことから，学習者にコンピュータその
ものの理解が重要との認識を持ってもらうための教育を学校
教育の中に位置づけている事例が増えている．
　この特集の企画について深い思い入れがある．私はこれ
まで小学生のプログラミング教育が公教育の授業で行われ

ることが少ないことに危惧を抱いていた．海外の小学校で
はどの教科においてもプログラミング教育をしている事例
があるからである．
　しかし，海外に比べ日本の小学校は教員研修が充実して
いる．そのため，小学校の教員が，海外の先進事例のよう
にプログラミング教育を担うことができれば，今後の日本
の教育に良い影響があることは間違いがないと考える．今
後，このような公教育の実践にはいろいろな分野の知見を
活かす必要があるだろう．そういった点で多くの分野の方々
にこの特集を読んでいただけたら幸いである．
　最後に，海外の教育現場を見ると日本の小学校の先生方
はとても激務だと感じる．そのような中，時間を割いて原
稿を寄せてくださった先生方に感謝を申し上げたい．2020
年の小学校プログラミング教育必修化に向け，パイロット
的なこれらの画期的な実践が掲載されたこの特集が，日本
のプログラミング教育進展の一助となればと思う．

（上松恵理子／本小特集エディタ）
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